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In recent years, sport policy in New Zealand has attracted international attention for its production 
of positive results. Here the promotion of sport by national and regional sports bodies, and its 
relation to school based sport and physical education is noticeable. Accordingly, in this paper we 
investigated the state of regional sport in New Zealand in order to examine sport promotion policy 
and education in New Zealand. Results showed that sport promotion in New Zealand is aided by 
systems which make it easy for educational and regional sports bodies to share information; in 
addition to access of people, products or services and finances for the regional promotion of sport. 
Each organization is able to assess the best means of growing their respective sport based on this 
approach.





27 万 534 平方キロメートルで、日本の約 4 分の 3
の国土を持つが、人口は約 424 万人（2013 年国勢
調査）であり、日本の約 100 分の 3 ほどである。
人口密度は、日本が 336.22 人 / 平方キロメートル





ピック競技大会（2012/ ロンドン）では 13 個のメ
ダルを獲得し、そのうち 6 個が金メダルであり、
国別順位は 15 位であった。人口当たりのメダル獲
得率を比較すると、グレナダが約 11 万人に 1 個、
ジャマイカが約 30 万人に 1 個に続き、ニュージー
ランドは約 40 万人に 1 個の割合であり、参加国
中 3 番目の高率であった。なお、日本のメダル獲










において、これまでの 7 回の開催中 2 回の優勝、
2 位 1 回、3 位 3 回を誇り、現在も世界ランキン
グ 1 位に位置している（2015 年 8 月現在）4）。
　また、ニュージーランドは国民のスポーツ参加
率が高い国としても知られている。日本の成人に
おける週 1 回のスポーツ参加率は 47.5%（2014 年）
であったのに対し 5）、ほぼ同時期に行われたニュー
ジーランドの身体活動およびスポーツ活動調査で
は、74%（2013-14 年）の成人が週に 1 回以上スポー
ツもしくはリクリエーションに参加したことが報


























較する（※ 1）。多摩区の人口は 204,424 人であり区の
面積は 20.5 平方キロメートル、人口密度は 9971.9
人 / 平方キロメートルである 8）。一方、町田市の
人口は 426,222 人であり、市の面積は 71.6 平方キ
ロメートル、人口密度は 5948.5 人 / 平方キロメー
トルである 9）。クライストチャーチ市の人口密度
が市全体の面積あたりでは 239.5 人 / 平方キロメー

















両市と比較して 20 倍以上である（表 1）。
　市が管理する総合スポーツ施設（Recreation & 


























トが 39 面、フルコートが 5 面、BMX のトラック































































の科目においても、第 1 学年（year1）から第 13
学年（year13）の 8 つの学年に対し、7 つの学習
領域（言語、数学、科学、技術、自然科学、芸
術、保健体育）の達成段階（stages of cognitive 
attainment）が示されている 11）。また、授業にお
いては「生活と生涯学習の実行力 Capabilities for 
Living and Life long Leaning」を目指すこととし、
その「キーコンピテンシ （ー鍵となる特質性）:Key 
Competencies」として、思考（thinking）、言語・
記号・テキストの活用（Using Language, Symbols 
and Text）、自己管理（Managing Self）、他者と
関わる能力（Relating to Others）、参加と貢献
























being, Hauora）」、「 心 構 え、 価 値 観（Attitudes 










タハ・ティナナ（taha tinana= physical health; 肉体
的健康）、（2）タハ・ヒネンガロ（taha hinengaro=
mental health; 精神と情緒の健康）、（3）タハ・ファ
ナウ（taha whanau= family health; 家族の健康）、






















































































School の時間割を例として示す（2015 年 8 月現






間になると、保護者が迎えにきて校庭に集まってくる（右上）。Merrin School では SportCanterbury が提供するプログ
ラムである「SportsStart」を採用して、体育の授業を行っている（右下）。





　Merrin School で は、1 日 に 4 つ の 授 業 時 間
（Learning Time）が設定されている。8 時 55 分




庭で自由に遊んだりしている。2 時間目は 11 時か
ら 12 時まで（60 分）で、12 時から 12 時 45 分ま
で（45 分）が昼休み（Lunch Break）。3 時間目は
12 時 45 分から 13 時 45 分（60 分）、15 分の午後
休み（Afternoon Break）を挟み、4 時間目が 14





た。ウィンタースポーツは第 5 学年（Year5、9 歳）














































High School を 例 と し て 示 す。Burnside High 

















　SportsStart は 2015 年までに２冊刊行されている。各年代における発育・発達のための適切な運動学習についての
解 説 と と も に、WARM UP、FUNDAMENTALS、GYMNASTICS、ATHLETICS、INVASIONGAMES、STRIKING & 
FIELDING GAMES、NET & WALL GAMES、TARGET GAMES からなる８つのカテゴリーの具体的なスポーツプログ
ラムが解説されている。
資料 6　クライストチャーチ市の公立セカンダリースクール［Burnside High School］




















　セカンダリースクールは第 9 学年から第 13 学




よって異なることがあるが、概ね 2 回 / 週の体育
実技と 1 回 / 週の理論の授業が行われている。授
業で行われる種目については学期ごとにテーマに
合わせて選択される。
　また、Burnside High School のあるクライスト
チャーチ市は、ユニークな取り組みがなされてい
る。水曜日の午後をスポーツデーとし、地域のす
べての学校が一律 2 時 30 分に授業の全てが終了



































































National Certificate of Educational Achievement 
(NCEA) という全国共通の学力試験が行われてい















































ブは週 1 〜 2 回程度の頻度で開講されていること
が多いため、複数のクラブに所属している子ども
も少なくない。また、前項にて紹介したように、








17 日、夏季休業 41 日、秋季休業 18 日、冬季休業
17 日であり、合計 100 日間の休業日を設けていた































































































ム（Business Team）の 3 チームがあり、それぞ












































る Burnside Battlers を筆頭に、6 つのシニアチー

















































　フリーペーパーとして配布されている地域の新聞である Western News には、GRASSROOTS SPORT のコーナーな
どでプライマリースクールやセカンダリースクールのスポーツの対抗戦や、地域のクラブの活躍などが多くの紙面を割
いて掲載されている。






































































































　クライストチャーチ市では、2010 年 9 月と 2011







ツ環境の整備のための組織として The Sport and 




バーが選出され、その組織が「Spaces, Places and 
People」をビジョンに復興計画の立案を行った。
また、スポーツ・カンタベリー、クライストチャーチ






［Sport and Recreation Earthquake Leadership Group ］（ウェブサイトより作図）
地域の競技団体、リクリエーションの組織体、大学、学校などからメンバーが選出され、復興プランを立案した。














































2015 年 5 月 10 日）
2）MEDALS PER CAPITA
http://www.medalspercapita.com/#medals-per-
capita:2012（参照日 2015 年 5 月 10 日）
3）ニュージーランドラグビーユニオンウェブサ
イト




2015 年 8 月 22 日）
5） 文部科学省ウェブサイト「スポーツ実施率」











1294610.htm（参照日 2015 年 9 月 9 日）
http://www.city.kawasaki.jp/200/page/
0000023769.html（参照日 2015 年 5 月 15 日）
http://www.city.machida.tokyo.jp/shisei/toukei/





4 月 23 日）
11）ニュージーランドカリキュラムオンライン
http://nzcurriculum.tki.org.nz/（参照日 2015 年
6 月 10 日）
12）Ian Culpan, Hugh Galvan (2013) Physical 
Education in New Zealand:a Socio-Critical and 
Bi-Cultural Positioning. Journal of Physical 
Education & Health, 2012, vol. 1 (1), 31-42
13）Katie Fitzpatrick (2005). Hauora and physical 
education in New Zealand: perspectives of 





所プロジェクト研究報告書 .THE ANNUAL 
REPORTS OF HEALTH,  PHYSICAL 
EDUCATION AND SPORT SCIENCE. 
VOL.26, 43-48 
15）Durie, Mason (1994). Whaiora; Maori Health 




書 .THE ANNUAL REPORTS OF HEALTH, 
PHYSICAL EDUCATION AND SPORT 
SCIENCE VOL.27, 87-91 





学博物館研究報告別冊 21 号 329-346
19）セカンダリースクールスポーツ評議会ウェブ
サイト












サ イ ト http://www.ssf.or.jp/topics/system/01.
html（参照日 2015 年 6 月 10 日）
23）Parliamentary Counsel Office
24）馬淵領吾（2009）ホリデープログラムによる
子育て支援 . 労働調査 2009 年 3 月号 1-2
25）スポーツ・ニュージーランドウェブサイト




















スポーツ政策研究 第 1 巻 1 号 . 130-139
31）中西純司（2012 年）「文化としてのスポーツ」
の価値 . 人間福祉学研究第 5 巻第 1 号 .7-24
http://www.legislation.govt.nz/act/public/1981/
0113/latest/DLM53535.html（参照日2015 年 5 月
7日）
